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札幌市営企業調査審議会条例

昭和 40 年 12 月 15 日

条 例 第 ３ ２ 号

 （設置）

第１条 本市の公営企業（以下「公営企業」という。）に関する諸施策の運営に資するた

め、札幌市営企業調査審議会（以下「審議会」という。）を設置する。

 （所掌事務）

第２条 審議会は、公営企業に関し、市長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項につき調

査審議する。

(1) 運営管理の方針に関すること

(2) 財政に関すること 

(3) その他市長が必要と認める事項に関すること

２ 審議会は、前項各号に掲げる事項に関し、自ら調査審議して市長に意見を申し出るこ

とができる。

 （組織）

第３条 審議会は、委員 30 人以内で組織する。

２ 委員は、学識経験者その他市長が適当と認める者のうちから、市長が委嘱する。

 （任期）

第４条 委員の任期は２年とし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、

再任を妨げない。

 （会長及び副会長）

第５条 審議会に、会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によってこれを定める。

２ 会長は、会務を総理する。

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

 （部会）

第６条 審議会に、必要に応じ部会を置くことができる。

２ 部会所属の委員は、会長が指名する。

３ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によってこれを定める。

 （会議）

第７条 審議会は、会長が招集する。

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。

 （庶務）

第８条 審議会の庶務は、総務局において処理する。

 （補則）

第９条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、市長が定める。

   附 則

１ この条例は、公布の日から施行する。
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１　予 算 総 括 表

（軌道事業会計） （単位 : 千円）

30年度予算(A)29年度予算(B) 30年度予算(C)29年度予算(D)

1,576,000 1,588,000 △ 12,000 1,983,000 2,016,000 △ 33,000 △ 407,000 △ 428,000  21,000

1,512,000 1,518,000 △ 6,000 785,000 842,000 △ 57,000

64,000 70,000 △ 6,000 650,000 644,000  6,000

 0 548,000 530,000  18,000

451,000 460,000 △ 9,000 43,000 53,000 △ 10,000  408,000  407,000  1,000

 10,000 10,000  0 △ 10,000 △ 10,000  0

2,027,000 2,048,000 △ 21,000 2,036,000 2,079,000 △ 43,000 △ 9,000 △ 31,000  22,000

0 0 0 0 0  0  0  0  0

2,027,000 2,048,000 △ 21,000 2,036,000 2,079,000 △ 43,000 △ 9,000 △ 31,000  22,000

718,000 536,000  182,000 1,779,000 819,000  960,000

1,056,000 283,000  773,000 172,000 175,000 △ 3,000
13,000

5,000 0  5,000 10,000 10,000  0

1,779,000 819,000  960,000 1,961,000 1,004,000  957,000 △ 182,000 △ 185,000  3,000

23,000 165,000 △ 142,000  23,000  165,000 △ 142,000

3,829,000 3,032,000  797,000 3,997,000 3,083,000  914,000 △ 168,000 △ 51,000 △ 117,000

410,971 461,971 △ 51,000  0  410,971  461,971 △ 51,000

4,239,971 3,493,971  746,000 3,997,000 3,083,000  914,000  242,971  410,971 △ 168,000

※　29年度予算は当初予算（繰越含まない）である。（過年度分内部留保資金は平成28年度決算額）
※　30年度予算の過年度分資金過不足額欄は29年度最終予算後の数値である。
※　30年度予算の当年度損益勘定留保資金等は減価償却費548,000千円と固定資産除却費32,000千円、長期前受金戻入▲380,000千円、
　　引当金計上額及び取崩し額等の資金調整額▲177,000千円を加えたものである。
※　金額は、消費税込みである。

過 年 度 分 内 部 留 保 資 金

総 計 総 計

合 計 合 計

△ 54,000 △ 67,000

他 会 計 補 助 金 予 備 費

計 計

当年度分損益勘定留保資金等

特 別 利 益 特 別 損 失

計 計

資

本

的

収

支

企 業 債 建 設 改 良 費

負 担 金 企 業 債 償 還 金

減 価 償 却 費

営 業 外 収 益 営 業 外 費 用

予 備 費

小 計 小 計

差引増減(E)-(F)

収

益

的

収

支

経
常
収
支

営 業 収 益 営 業 費 用

運 輸 収 益 人 件 費

運 輸 雑 収 益 経 費

区 分

収 入 支 出 収 支 差 引

29年度予算
(B)-(D)=(F)

項 目 差引増減(A)-(B) 項 目 差引増減(C)-(D)
30年度予算
(A)-(C)=(E)

収支差引（税抜）＝当年度純損失

1 2 3

4
6

7

5
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 ２　業 務 量

（軌道事業会計）

３０年度予算

(A)
増　減

(A)-(B)=(D)
増減率(％)
(D)/(B)

増　減
(A)-(C)=(E)

増減率(％)
(E)/(C)

両 両 両 両 両

33 33 33 0 0.0 0 0.0

千Km 千Km 千Km 千Km 千Km

909 884 906 25 2.8 3 0.3

千人 千人 千人 千人 千人

9,126 9,117 8,964 9 0.1 162 1.8

人 人 人 人 人

25,003 24,978 24,559 25 0.1 444 1.8

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

1,512 1,518 1,490 △ 6 △ 0.4 22 1.5

（165.68円） （166.50円） （166.19円） （△0.82円） （△0.49） （△0.51円） （△0.3）

区　　　分

２９　年　度 差　　引　　増　　減　　△

当初予算
          (B)

決算見込
          (C)

当 初 予 算 対 比 決 算 見 込 対 比

乗 車 料 収 入

（一人あたり単価）

在 籍 車 両 数

走　行　キ　ロ

輸
送
人
員

年　　 　間

一 日 平 均
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３　主 要 事 業 の 概 要

(軌道事業会計） （単位：千円）

30 年 度 予 算 29 年 度 予 算

（Ａ） （Ｂ）

同

上

財

源

内

訳

主な事業について

項 目 差 引

建 設 改 良 費 1,779,000 819,000 960,000

（Ａ-Ｂ）

企 業 債 718,000 536,000 182,000

一般会計補助金 5,000 0 5,000

負 担 金 1,056,000 283,000 773,000

＜停留場の改修＞ 総額 435百万円

○停留場改良 435百万円

＜車両関係＞ 総額 677百万円

○低床車両製造（H29～30:1両、H30～31：2両） 428百万円

○除雪車両製造 249百万円

＜街路拡幅関連事業＞ 総額 348百万円

○街路拡幅事業に伴う軌道改良工事 273百万円

○街路拡幅事業に伴う電気設備工事 75百万円

＜車両基地改良、電力設備増強等関連事業＞ 総額 91百万円

○車両基地改良に係る実施設計 61百万円

○電力設備増強に係る実施設計 23百万円

○新山鼻変電所更新に係る実施設計 7百万円
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４  過去５年間の傾向

〔23年度決算(高速)〕

(3) 企業債（借入額・償還額・残高）

(1) １日平均乗車人員及び年間乗車料収入(税込） (2) 経常収支（税抜）

343
151 243

536
718

153 162 181 175 172

1,650 1,639 1,701

2,062

2,608

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H26 H27 H28 H29予算 H30予算

借入額

償還額

残高

(百万円)

19

▲ 126

▲ 68 ▲ 67 ▲ 54

▲ 200

0

200

H26 H27 H28 H29予算 H30予算

(百万円)

765 

569 

462 
411 

243 

0

200

400

600

800

1,000

H26 H27 H28 H29予算 H30予算

資金過不足額

(4) 資金の状況

1,086
1,182

1,301

1,518 1,512

22.3 

22.8 

24.9 25.0 25.0

20.0

21.0

22.0

23.0

24.0

25.0

26.0

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

H26 H27 H28 H29予算 H30予算

年間乗車料収入

１日平均乗車人員

乗車料収入(百万円) 人員(千人)

（百万円）
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予 算 総 括 表１　予 算 総 括 表
（高速電車事業会計） （単位 : 千円）

30年度予算(A) 29年度予算(B) 30年度予算(C) 29年度予算(D)

46,088,000 43,710,000  2,378,000 35,807,000 36,092,000 △ 285,000  10,281,000  7,618,000  2,663,000

43,071,000 40,448,000  2,623,000 4,882,000 5,176,000 △ 294,000

3,017,000 3,262,000 △ 245,000 14,913,000 14,258,000  655,000

 0 16,012,000 16,658,000 △ 646,000

6,023,000 6,395,000 △ 372,000 6,414,000 6,820,000 △ 406,000 △ 391,000 △ 425,000  34,000

 40,000 40,000  0 △ 40,000 △ 40,000  0

52,111,000 50,105,000  2,006,000 42,261,000 42,952,000 △ 691,000  9,850,000  7,153,000  2,697,000

0 0 0 0 0  0  0  0  0

52,111,000 50,105,000  2,006,000 42,261,000 42,952,000 △ 691,000  9,850,000  7,153,000  2,697,000

6,966,000 6,252,000  714,000 8,574,000 6,758,000  1,816,000

1,648,000 1,316,000  332,000 23,590,000 23,447,000  143,000 9,338,000 6,671,000

306,000 111,000  195,000 449,000 88,000  361,000

979,000 730,000  249,000 20,000 20,000  0

284,000 150,000  134,000

449,000 88,000  361,000

0 0  0

10,632,000 8,647,000  1,985,000 32,633,000 30,313,000  2,320,000 △ 22,001,000 △ 21,666,000 △ 335,000

12,515,000 13,013,000 △ 498,000  12,515,000  13,013,000 △ 498,000

75,258,000 71,765,000  3,493,000 74,894,000 73,265,000  1,629,000  364,000 △ 1,500,000  1,864,000

0 0  0 0 0  0  0  0  0

75,258,000 71,765,000  3,493,000 74,894,000 73,265,000  1,629,000  364,000 △ 1,500,000  1,864,000

0 1,500,000 △ 1,500,000   0  1,500,000 △ 1,500,000

75,258,000 73,265,000  1,993,000 74,894,000 73,265,000  1,629,000  364,000  0  364,000

資 本 費 負 担 緩 和 分 企 業 債

再　　        　　　計 再 計

※　29年度予算は当初予算（繰越含まない）である。（過年度分内部留保資金は平成28年度決算額）
※　30年度予算の過年度分資金過不足額欄は29年度最終予算後の数値である。
※　30年度予算の当年度損益勘定留保資金等とは、減価償却費16,012,000千円、固定資産除却費329,000千円、長期前受金戻入▲3,752,000千円、
　　引当金計上額及び取崩し額等の資金調整額▲74,000千円を加えたものである。
※　金額は、消費税込みである。

合計（当年度資金過不足額） 合 計

過 年 度 分 資 金 過 不 足 額

総　　        　　　計 総 計

当年度分損益勘定留保資金等

2,667,000

国 庫 補 助 金 受 託 工 事 費

他 会 計 補 助 金 予 備 費

負 担 金

基 金 繰 入 金

計 計

特 別 利 益 特 別 損 失

計 計

資

本

的

収

支

企 業 債 建 設 改 良 費

出 資 金 企 業 債 償 還 金

受 託 工 事 収 益

減 価 償 却 費

営 業 外 収 益 営 業 外 費 用

予 備 費

小 計 小 計

差引増減(E)-(F)

収

益

的

収

支

経

常

収

支

営 業 収 益 営 業 費 用

運 輸 収 益 人 件 費

運 輸 雑 収 益 経 費

区分
収 入 支 出 収 支 差 引

29年度予算
(B)-(D)=(F)

項 目 差引増減(A)-(B) 項 目 差引増減(C)-(D)
30年度予算
(A)-(C)=(E)

収支差引（税抜）＝当年度純利益

1 2 3

4
6

7

5
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 ２　業 務 量

（高速電車事業会計）

増　減
(A)-(B)=(D)

増減率(％)
(D)/(B)

増　減
(A)-(C)=(E)

増減率(％)
(E)/(C)

両 両 両 両 両

368 368 368 0 0.0 0 0.0

千Km 千Km 千Km 千Km 千Km

33,673 33,631 33,664 42 0.1 9 0.03

千人 千人 千人 千人 千人

236,000 223,000 232,141 13,000 5.8 3,859 1.7

人 人 人 人 人

647,000 611,000 636,002 36,000 5.9 10,998 1.7

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

43,071 40,448 42,400 2,623 6.5 671 1.6

（182.50円） （181.38円） （182.65円） （1.12円） （0.6） （△0.15円） （△0.1）

在 籍 車 両 数

走　行　キ　ロ

輸
送
人
員

年　　 　間

一 日 平 均

乗 車 料 収 入

（一人あたり単価）

区　　　分
 ３０年度予算

          (A)

２９　年　度 差　　引　　増　　減　　△

   当初予算
          (B)

   決算見込
          (C)

当 初 予 算 対 比 決 算 見 込 対 比
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３　主 要 事 業 の 概 要

(高速電車事業会計） （単位：千円）

30 年 度 予 算 29 年 度 予 算

（Ａ） （Ｂ）

8,574,000 6,758,000 1,816,000

企 業 債 5,841,000 4,956,000 885,000

一般会計出資金 1,648,000 1,316,000 332,000

国 庫 補 助 金 306,000 111,000 195,000

一般会計補助金 446,000 210,000 236,000

負 担 金 284,000 150,000 134,000

そ の 他 49,000 15,000 34,000

449,000 88,000 361,000

主な事業について

（Ａ-Ｂ）

同

上

財

源

内

訳

受 託 工 事

項 目 差 引

建 設 改 良 費

＜老朽化施設の更新＞

駅舎施設設備の改修 4,918百万円

○エスカレーター・エレベーター更新 417百万円

○高架部耐震改修工事 2,152百万円

○大通駅空調改良工事 728百万円

○改札機更新工事 236百万円

電力・通信施設設備の改修 1,942百万円

車両・工場機器設備等その他の改修 1,082百万円

＜乗車料関係＞ 348百万円

○輸送管理システム再構築事業 236百万円

○精神障がい者運賃割引精算システム・機器改修 112百万円

＜受託工事事業等＞

受託工事 449百万円

○琴似駅エレベーター新設工事 156百万円

○大通駅エレベーター新設工事 138百万円

○南郷7丁目駅エスカレーター新設工事 155百万円

負担金事業

○札幌駅交流拠点まちづくり推進事業 284百万円

- 7 -



４　過去５年間の傾向

〔23年度決算(高速)〕

(2) 路線別の１日平均乗車人員の推移(1) １日平均乗車人員及び年間乗車料収入(税込）

(4) 企業債（借入額・償還額・残高）(3) 経常収支（税抜）

371

396

412
404

431

595

603

620
611

647

560

570

580

590

600

610

620

630

640

650

660

340

350

360

370

380

390

400

410

420

430

440

H26 H27 H28 H29予算 H30予算

年間乗車料収入

１日平均乗車人員

乗車料収入(億円) 人員(千人)

61

88 89

67

93

0

30

60

90

H26 H27 H28 H29予算 H30予算

(億円)

170 198

127
78 70

303 291

256
226 2193,163

3,070
2,941

2,793

2,644

2,500

2,700

2,900

3,100

3,300

3,500

3,700

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H26 H27 H28 H29予算 H30予算

借入額
償還額
残高

借入額・償還額(億円) 残高(億円)

227 228

234

230
243

223
227

234

229

247

145 148
152 152

157

130

150

170

190

210

230

250

H26 H27 H28 H29予算 H30予算

南北線

東西線

東豊線

(千人)

東西線 234,060人
南北線 233,749人
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１ …………………………………… １頁

２ …………………………………… ２

３ …………………………………… ３

４ …………………………………… ４

主 要 事 業

こ れ ま で の 傾 向

平成30年度水道事業　予算の概要

予 算 総 括 表

業 務 量

資料

４



１ 予算総括表

30年度予算 29年度予算 差引増減 30年度予算 29年度予算 差引増減 30年度予算 29年度予算 差引増減
A B A-B C D C-D A-C=E B-D=F E-F

42,654,000 42,173,000 481,000 33,837,000 33,144,000 693,000 

う ち 給 水 収 益 40,510,970 40,257,969 253,001 う ち 運 営 管 理 費 16,798,265 16,075,291 722,974 

2,582,000 2,896,000 314,000   △    2,157,000 2,602,000 445,000   △    

20,000 20,000 0 

45,236,000 45,069,000 167,000 36,014,000 35,766,000 248,000 9,222,000 9,303,000 81,000   △    

81,000 58,000 23,000 131,000 108,000 23,000 50,000   △      50,000   △      0 

①45,317,000 45,127,000 190,000 ②36,145,000 35,874,000 271,000 ③ 9,172,000 9,253,000 81,000   △    

2,500,000 3,000,000 500,000   △    20,727,068 22,098,093 1,371,025   △  

37,000 56,000 19,000   △     8,036,932 8,463,907 426,975   △    

0 145,362 145,362   △    20,000 20,000 0 

1,211,944 1,549,469 337,525   △    

760,784 770,804 10,020   △     

274,272 253,365 20,907 

3,000,000 4,000,000 1,000,000   △  

④ 7,784,000 9,775,000 1,991,000   △  ⑤28,784,000 30,582,000 1,798,000   △  ⑥ △21,000,000 20,807,000   △  193,000   △   

10,450,147 10,050,554 399,593 　 　 10,450,147 10,050,554 399,593 

63,551,147 64,952,554 1,401,407   △  64,929,000 66,456,000 1,527,000   △  1,377,853   △   1,503,446   △   125,593 

12,193,154 14,000,420 1,807,266   △  　 　 12,193,154 14,000,420 1,807,266   △ 

75,744,301 78,952,974 3,208,673   △  64,929,000 66,456,000 1,527,000   △  ⑦ 10,815,301 12,496,974 1,681,673   △ 

― ― ― 水道施設更新積立金 ― ― ― 8,100,000 8,100,000 0 

― ― ― 上 記 以 外 の 額 ― ― ― 2,715,301 4,396,974 1,681,673   △ 

注１．30年度予算は、建設改良積立金として6,061,000千円を予定処分する。

注２．29年度予算の過年度分内部留保資金は、28年度決算置換後の額である。

注３．29年度予算における総計の内訳は、水道施設更新積立金1,500,000千円を「上記以外の額」へ振替後の額である。

注４．30年度予算の過年度分内部留保資金は、28年度から29年度への予算繰越（303,820千円）の影響を含む額である。

小 計

営 業 費 用

営 業 外 収 益 営 業 外 費 用

予 備 費

過 年 度 分 内 部 留 保 資 金

負 担 金

水 道 施 設 更 新
積 立 運 用 金 戻 入

当

年

度

収

入

及

び

支

出

収
益
的
収
入
及
び
支
出

小 計

特 別 利 益 特 別 損 失

計 計

経
常
収
支

営 業 収 益

水 道 施 設 更 新 積 立 金

上 記 以 外 の 額

計 計

当年度分損益勘定留保資金等

合 計 合 計

資
本
的
収
入
及
び
支
出

企 業 債 建 設 改 良 費

補 助 金

総 計 総 計

(7,600,709) (7,576,897) (23,812)
固 定 資 産 売 却 代 金 予 備 費

出 資 金 企 業 債 償 還 金

1,539,709 1,300,897 238,812 
加 入 金

(消費税込、単位　千円)

区   分

収 入 支 出 収 支 差 引

項 目 項 目

収支差引（税抜）＝当年度純利益

予定処分後純利益予定処分後純利益（注１参照）

-1-



２　業務量

増減△ 比率 (%) 増減△ 比率 (%)

A B C A-B=D D/B A-C=E E/C

給 水 区 域 内 人 口 （人） 1,961,884 1,959,084 1,957,302 2,800 0.1 4,582 0.2

給 水 人 口 （人） 1,960,225 1,957,247 1,955,465 2,978 0.2 4,760 0.2

普 及 率 （％） 99.9 99.9 99.9 0.0 　　　 - 0.0 　　　 -

年 間 配 水 量 （m
3
） 189,405,000 189,120,000 189,387,000 285,000 0.2 18,000 0.0

１ 日 平 均 配 水 量 （m
3
） 518,900 518,100 518,868 800 0.2 32 0.0

年 間 有 収 水 量 （m
3
） 176,715,000 175,882,000 176,697,667 833,000 0.5 17,333 0.0

有 収 率 （％） 93.3 93.0 93.3 0.3 　　　 - 0.0 　　　 -

（件） 868,032 857,504 858,517 10,528 1.2 9,515 1.1

（ｍ） 6,020,127 6,001,393 6,004,456 18,734 0.3 15,671 0.3

人

口

等

水

量

等

年 度 末 給 水 件 数

年 度 末 配 水 管 布 設 延 長

区　　　　　　分
30年度予算

29年度 差引増減△

当初予算 決算見込
当初予算対比 決算見込対比
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３　主要事業

【重点取組項目１　水源の分散配置と水質の安全性の向上】 【重点取組項目３　利用者とのコミュニケーションの充実】

　○　豊平川水道水源水質保全事業 4,362百万円 　○　利用者との信頼関係の向上 20百万円 

　　　・・・導水路新設工事、取水堰新設工事ほか 　　　・・・さっぽろアクアガーデンほか水道事業ＰＲ広報

【重点取組項目２　施設の更新・耐震化と危機管理体制の強化】 【重点取組項目４　経営基盤の強化と連携の推進】

　○　白川浄水場改修事業 358百万円 　○　札幌水道を支える人材の育成 12百万円 

　　　・・・新浄水場基本設計ほか 　　　・・・水道技術研修ほか

　○　白川第３送水管新設事業 1,803百万円 【重点取組項目５　エネルギーの効率的な活用】

　　　・・・山岳部の水道管布設ほか 　○　再生可能エネルギーの導入 42百万円 

　　　・・・耐震改修工事、実施設計ほか  ＜配水管＞

　○　配水管更新事業 6,925百万円 
　　　・・・配水管更新計画に基づき約60.2㎞

　○　配水幹線連続耐震化事業 1,959百万円 

●豊平川水道水源水質保全事業のイメージ

　○　災害時重要管路耐震化事業 1,290百万円 

　　　・・・医療機関15か所、基幹避難所12か所ほか

・・・（うち、医療機関８か所、基幹避難所６か所完了）

　○　緊急遮断弁整備事業 49百万円 

　○　西野・宮町・定山渓浄水場耐震化事業 663百万円 

　　　・・・北栄、東北通、西、羊ケ丘ほか　約1.9㎞

　　　・・・藤野沢配水池ほか

　　　・・・平岸配水池水力発電ほか

幹   線（口径400㎜以上） 1.9㎞ 423.1㎞ 40.6%

枝   線（口径75～350㎜） 66.8㎞ 4,812.2㎞ 27.9%

補助管（口径75㎜ 以下） 7.2㎞ 784.8㎞ 25.0%

合　 計 75.9㎞ 6,020.1㎞ 28.4%

※幹線・枝線はダクタイル鋳鉄管及び鋼管、補助管は樹脂管を使用

H30布設延長 H30末総延長 H30末耐震化率
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４　これまでの傾向　　 （～平成28年度＝決算、平成29年度＝決算見込み、平成30年度＝予算）

■図表２ 建設改良費の推移

■図表３ 資金残高の推移 ■図表４ 企業債残高の推移
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■図表１ 給水収益の推移
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１　予算総括表
（単位：千円）

30年度予算 29年度予算 差引 30年度予算 29年度予算 差引 30年度予算 29年度予算 差引
Ａ Ｂ Ａ-Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ-Ｄ Ｅ（Ａ-Ｃ） Ｆ（Ｂ-Ｄ） Ｅ-Ｆ

40,840,286 40,628,641 211,645 45,245,278 44,145,172 1,100,106

下 水 道
使 用 料

20,924,436 21,134,806 △ 210,370 19,631,685 18,951,883 679,802

一 般 会 計
負 担 金 等

19,575,139 19,211,347 363,792 人 件 費 3,434,311 3,669,568 △ 235,257

そ の 他 340,711 282,488 58,223 経 費 16,197,374 15,282,315 915,059

25,613,593 25,193,289 420,304

11,526,809 11,435,411 91,398 4,021,032 4,458,860 △ 437,828

30,000 30,000 0

52,367,095 52,064,052 303,043 49,296,310 48,634,032 662,278 3,070,785 3,430,020 △ 359,235

1,905 1,948 △ 43 92,690 61,968 30,722 △ 90,785 △ 60,020 △ 30,765

52,369,000 52,066,000 303,000 49,389,000 48,696,000 693,000 2,980,000 3,370,000 △ 390,000

13,252,000 11,876,000 1,376,000 18,593,053 18,440,226 152,827 純利益 純利益 差　引

13,252,000 11,876,000 1,376,000 建設事業費 18,568,893 18,420,547 148,346 2,156,914 2,524,930 △ 368,016

4,091,000 5,011,000 △ 920,000 そ の 他 24,160 19,679 4,481

583,097 690,371 △ 107,274 17,842,947 17,543,774 299,173

476,903 848,629 △ 371,726 70,000 70,000 0

20,000 20,000 0

18,403,000 18,426,000 △ 23,000 36,526,000 36,074,000 452,000 △ 18,123,000 △ 17,648,000 △ 475,000

14,205,143 13,667,123 538,020 14,205,143 13,667,123 538,020

84,977,143 84,159,123 818,020 85,915,000 84,770,000 1,145,000 △ 937,857 △ 610,877 △ 326,980

6,416,441 7,174,768 △ 758,327 6,416,441 7,174,768 △ 758,327

91,393,584 91,333,891 59,693 85,915,000 84,770,000 1,145,000 5,478,584 6,563,891 △ 1,085,307

（注1）29年度予算は、当初予算である。

（注2）過年度分内部留保資金の29年度予算は28年度決算置換後、30年度予算は29年度最終予算後の数値である。

予 備 費

計

建 設 企 業 債

国 庫 交 付 金

収 支 差 引

予 備 費

支 出収 入

減価償却費等

合 計

営 業 収 益

営 業 外 収 益

当 年 度 分
損 益 勘 定 留 保 資 金 等

返 還 金

計

計

小　　　計

企 業 債

特 別 利 益

区　分

営 業 費 用

営 業 外 費 用

項 目

維 持 管 理 費経

常

収

支

小　　　計

項　　目

総 計総 計

当

年

度

分

収

入

及

び

支

出

収

益

的

収

入

及

び

支

出

特 別 損 失

建 設 改 良 費

合 計

資

本

的

収

入

及

び

支

出

償 還 金

計

一 般 会 計 補 助 金

負 担 金

過 年 度 分 内 部 留 保 資 金

① ③

⑦

④

②

⑤ ⑥
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２　業務量

30年度

予　算 当初予算 決算見込

Ａ Ｂ Ｃ
増　減

Ｄ（Ａ-Ｂ）
増減率（％）

Ｄ/Ｂ
増　減

Ｅ（Ａ-Ｃ）
増減率（％）

Ｅ/Ｃ

千人 ア 1,968.2 1,964.5 1,963.3 3.7 0.2 4.9 0.2

km 8,298.6 8,280.4 8,279.9 18.2 0.2 18.7 0.2

ha 24,784 24,770 24,776 14 0.1 8 0.0

千人 イ 1,964.1 1,960.4 1,959.2 3.7 0.2 4.9 0.3

％ イ/ア 99.8 99.8 99.8 0.0 0.0 0.0 0.0

千人 ウ 1,964.1 1,960.4 1,959.2 3.7 0.2 4.9 0.3

千人 エ 1,961.9 1,958.1 1,956.9 3.8 0.2 5.0 0.3

％ エ/ウ 99.9 99.9 99.9 0.0 0.0 0.0 0.0

千 347,441 348,662 354,149 △ 1,221 △ 0.4 △ 6,708 △ 1.9

千 /日 937.8 928.5 939.1 9.3 1.0 △ 1.3 △ 0.1

千 /日 1,173.8 1,173.8 1,173.8 0.0 0.0 0.0 0.0

t 56,110 56,420 56,240 △ 310 △ 0.5 △ 130 △ 0.2

千 202,563 203,932 202,582 △ 1,369 △ 0.7 △ 19 △ 0.0

水 洗 化 人 口

29年度 差　　引　　増　　減　　△

当初予算対比 決算見込対比

処

理

水

量

等

水
洗
化
普
及
状
況

区 分

年 間 有 収 水 量

下
水
道
普
及
状
況

総 人 口

水 洗 化 普 及 率

年 間 処 理 水 量

晴 天 日 最 大 処 理 水 量

処 理 能 力

管 路 総 延 長

処 理 固 形 物 量

処 理 面 積

処 理 人 口

総 人 口 普 及 率

水 洗 化 可 能 人 口
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３　主要事業

施設の維持管理に関する業務 施設の建設に関する事業

 総事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  18,569百万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （対29年度　148百万円増）

○下水道施設の再構築　　　　　　　　　　　　  　  15,120百万円

  〔管路〕
　　老朽管改築等(改築)        　　　　    　　  19.8km
　　他事業関連(その他整備)　　　　　　　　　　   2.3km
　〔ポンプ場〕
　　手稲中継ポンプ場等改築(改築)　　　　　       5か所
　〔水再生プラザ等〕
　　西部スラッジセンター等改築(改築)　　　　　   9か所

○下水道施設の災害対策  　　　　　　　　 　　　　  2,530百万円

　〔管路〕
　　東苗穂周辺地区ほか雨水拡充管(浸水対策)　　 　2.3km
　　浸水に弱い地区への対策(浸水対策)　　　　　　 0.4㎞
　　都心部管路の耐震化(地震対策)等　　　　　　 　0.4㎞
　〔ポンプ場〕
　　東雁来雨水ポンプ場(浸水対策)等

○下水道整備と水質改善等　　　　　　　　　　　　   　738百万円

　〔管路〕
　　既成市街地事業等(新規整備)　　　　　　　 　  2.3㎞
　〔水再生プラザ〕
　　定山渓水再生プラザ 放流渠等(水質改善)

○下水道エネルギー・資源の有効利用 181百万円

〔水再生プラザ等〕
    下水道科学館設備改修等

総費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　      19,632百万円
  （対29年度　 680百万円増）

○管路施設の維持管理　　　　　　　　　　 　　      4,883百万円

　〔施設数〕　 管理延長　　　  　8,279.9km
　　　　　　　 マンホール数　　215,701か所
　　　　　 　　公共ます　　　　423,870か所

　〔主な費用内訳〕
     (委託料・修繕費）　　　　　　　　　　　   　(4,129百万円)
　  　　　　 　管路調査　　　　      214km
　　　　　　　 管路点検　　　      1,271km
　　　　　　 　管路修繕　　      5,776か所

○水再生プラザ・ポンプ場等の維持管理　　　   　　 11,892百万円

　〔施設数〕 　水再生プラザ　　   　10か所
　　　　　　　 ポンプ場　　　　   　18か所
　　　　　　　 その他施設　　　      7か所

　〔主な費用内訳〕
　　（委託料)　運転管理・汚泥処理等　　      　　(4,632百万円)
　　（修繕費） 修繕工事等 　   　 　　     　 　 (2,068百万円)
　　（動力費） 電気料金・燃料代金　　　       　 (2,819百万円)

○その他の経費　　　　　                   　      2,857百万円

　〔主な費用内訳〕
    （負担金） 下水道使用料徴収業務負担金等　　　(1,711百万円)
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主要事業イメージ図 

拡充管で集めた雨水を、ポ

ンプで河川へ放流します。

参考資料

【下水道施設の再構築】老朽管の改築

昭和初期に整備した下水管（老朽管） 

（改築前） 

雨水ポンプ場 

管更生工法による老朽管の改築 

分水マンホール 

大雨が降った時に、既設管の排水

能力を超えた雨水を流します。 

（改築後） 

【下水道施設の災害対策（浸水対策）】雨水拡充管 

雨水拡充管 

雨水浸透トレンチ

雨水浸透ます 

既設管 
雨水拡充管 浸水被害状況（H24.9 苗穂町） 

平成 30 年度整備箇所図 
雨水拡充管イメージ 
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(1)　年間有収水量及び下水道使用料 (2)　一般会計繰入金

　※　下水道使用料の消費税は、Ｈ25は５％、Ｈ26からは８％

(3)　企業債（借入額・償還額・残高） (4)　年度末資金残の状況

４　過去５年間の傾向 ～H28までは実績、H29は当初予算に補正予算を加えた最終予算、H30は当初予算～

下水道使用料（百万円）年間有収水量（千 ） （百万円）

借入額・償還額（百万円） 残高（百万円） （百万円）

9,988 10,452 
12,141 

10,109 
12,242 

13,252 

19,028 18,239 

21,434 

18,063 17,544 17,843 

280,799 273,012 

263,719 255,765 250,463 245,872 
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借入額 償還額 残高

6,371 
6,870 

6,276 
7,175 

6,416 

5,479 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30

20,779 20,909 21,142 21,062 21,135 20,924 

204,620 200,871 202,326 203,163 203,932 202,563 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

0

50,000
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300,000
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下水道使用料 年間有収水量

20,922 21,086 20,788 20,480 20,032 20,291 
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平成30年度病院事業　予算の概要

１ １頁

２ ２

３ ３

４ ４

主 要 事 業

予 算 総 括 表

業 務 量

過 去 ５ 年 間 の 傾 向

資料

６



１　総　括　表
   (単位：千円）

項        目
30年度予算

Ａ
29年度予算

Ｂ
差引増減
A－B

項        目
30年度予算

Ｃ
29年度予算

Ｄ
差引増減
C－D

30年度予算
A - C = E

29年度予算
B - D = F

差  引
E - F

20,373,416 20,138,961 234,455 23,100,387 23,159,829 △ 59,442

2,664,547 2,696,739 △ 32,192 697,613 776,171 △ 78,558

10,000 10,000 0

23,037,963 22,835,700 202,263 23,808,000 23,946,000 △ 138,000 △ 770,037 △ 1,110,300 340,263

590,037 570,300 19,737 590,037 570,300 19,737

679,000 688,000 △ 9,000 864,965 776,558 88,407

83,595 29,500 54,095 2,506,035 2,345,442 160,593

1,705,405 1,608,500 96,905 1,000 1,000 0

148,086 △ 372,424 520,510 148,086 △ 372,424 520,510

△ 2,155,679 △ 446,255 △ 1,709,424 △ 2,155,679 △ 446,255 △ 1,709,424

24,088,407 24,913,321 △ 824,914 27,180,000 27,069,000 111,000 △ 3,091,593 △ 2,155,679 △ 935,914

2,700,000 2,700,000 0 2,700,000 2,700,000 0

26,788,407 27,613,321 △ 824,914 27,180,000 27,069,000 111,000 △ 391,593 544,321 △ 935,914

※29年度予算額は補正後の予算額である。

過年度分内部留保資金

    総              計    総 計

27,180,000 27,069,000 111,000 △ 935,914 △ 1,709,424 773,510

当年度分損益勘定留保資金等

 合              計 26,244,086 25,359,576 884,510 合     計

3,372,000 3,123,000 249,000 △ 904,000 △ 797,000 △ 107,000

負 担 金 予 備 費

計 2,468,000 2,326,000 142,000 計

△ 138,000 △ 180,000 △ 540,000 360,000

資
本
的
収
入
及
び
支
出

企 業 債 建 設 改 良 費

出 資 金 企 業 債 償 還 金

23,628,000 23,406,000 222,000 計 23,808,000 23,946,000

収      支      差      引 

当

年

度

分

収

入

及

び

支

出

収
益
的
収
入
及
び
支
出

経

常

収

支

医 業 収 益 医 業 費 用

医 業 外 収 益 医 業 外 費 用

予 備 費

小 計

長　期　借　入　金

    再              計    再 計

区　分

収　　　　　　　　　　入 支　　　　　　　　　　出

小 計

特 別 利 益

計
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２　業 務 量 

1日平均
患 者 数

病床
利用率

延患者数
新入院
患者数

平均在院
日数

1日平均
患 者 数

病床
利用率

延患者数
新入院
患者数

平均在院
日数

1日平均
患 者 数

病床
利用率

延患者数
新入院
患者数

平均在院
日数

増減 (人) 増減率 (％) 増減 (人) 増減率 (％)

(人) (％) Ａ　(人) (人) （日） (人) (％) Ｂ　(人) (人) （日） (人) (％) Ｃ　(人) (人) （日） Ａ-Ｂ (Ａ-Ｂ)/Ｂ Ａ-Ｃ (Ａ-Ｃ)/Ｃ

一 般
 663
(619)

521
 78.7
(84.2)

190,345 17,017 10.1 663 500 75.4 182,569 16,486 10.0 500 75.4 182,569 16,486 10.0 7,776 4.3 7,776 4.3

救 急 38 18 46.7 6,483 436 20.0 38 17 44.8 6,213 422 19.8 17 44.8 6,213 422 19.8 270 4.3 270 4.3

小 計
 701
(657)

539
 76.9
(82.1)

196,828 17,453 10.3 701 517 73.8 188,782 16,908 10.2 517 73.8 188,782 16,908 10.2 8,046 4.3 8,046 4.3

精 神 38 23 60.6 8,409 199 38.3 38 22 58.1 8,059 192 38.0 22 58.1 8,059 192 38.0 350 4.3 350 4.3

感染症 8 0 0.0 0 0 0.0 8 0 0.0 0 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

計
 747
(703)

562
 75.3
(80.0)

205,237 17,652 10.6 747 539 72.2 196,841 17,100 10.5 539 72.2 196,841 17,100 10.5 8,396 4.3 8,396 4.3

－ 1,597 － 389,676 － － － 1,653 － 403,354 － － 1,597 － 389,676 － － △ 13,678 △ 3.4 0 0.0

※29年度予算における業務量は、補正後の業務量である。

※(  )内は休止病床44床（30年1月1日から休止）を除いたものである。

入

院

外   来

診
療
日
数

入 　院

外   来

30　年　度　予　算
29　年　度

365

病
床
数

365 365

244 244 244

区 分

差　　　引　　　増　　　減

予　　　　　　算 決　算　見　込 予　　算　　対　　比 決　算　見　込　対　比

病
床
数

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日
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（単位：千円）

30年度予算
Ａ

29年度予算
Ｂ

差　引
Ａ-Ｂ

事 業 の 主 な 内 容

346,642 330,571 16,071 自動火災報知設備更新工事、中央監視装置盤更新工事など

518,323 445,987 72,336 人工心肺装置、財務会計システム更新など

864,965 776,558 88,407

企 業 債 679,000 688,000 △ 9,000

一 般 会 計 出 資 金 83,595 29,500 54,095

そ の 他 102,370 59,058 43,312

計

財

源

内

訳

３　主 要 事 業 

項 目

病 院 整 備 費

医 療 器 械 購 入 費 等
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４　過去５年間の傾向（本院）

62,248
65,550 65,335 67,155 66,969 67,124

13,218 13,532 14,503 14,848 15,283 15,207

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30

入院単価
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■ 企業債（借入額・償還額・残高）
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■ １日平均入院患者数及び年間入院診療収益
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１日平均入院患者数

■ １人１日当たり入院、外来別診療単価

■ １日平均外来患者数及び年間外来診療収益

入院診療収益(億円) 入院患者数(人)

診療単価（円）
借入額・償還額(億円) 残高(億円)

(決見)

(決見) (予算)

(決見) (予算)
(予算)

56 55 57 58 60 59
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